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P1

私の名前はジェラルディーンといいます。ナヴァホ族の親友、グランマエと一緒にウィンドウロック（窓岩）というところの近くに住んでいます。ウィンドウロックというのは、大きくて丸い穴があいた岩のことで、それが空に向かって開いた窓のように見えるから、みんながそう呼んでいるのです。

P2

グランマエはほとんどいつでもみんなからグランマエと呼ばれています。それは彼女のアメリカ・インディアンとしての本当の名前、グリー ナッシュバよりも呼びやすいからだそうです。その名前は英語だと女勇士という意味のようですが、彼女は本当はナヴァホ族の織工なのです。だから、ある日彼女は私の羊毛を使ってラグ（敷物）を織ることにしたのだと思います。

P3

それはたしか晴れた暖かい日の午後のことでした。グランマエは、午前中からずっと大きなハサミの刃を整えていました。私は彼女がそのハサミを何のために使うのか全く想像もできませんでしたが、でもその後すぐに分かりました。
P4

グランマエはまず始めに、ユッカという植物の根をたたいてこまかくしました。その根は水と一緒に混ぜ合わせると、石けんのようにふわふわとした泡になりました。

P5

グランマエはその泡の中で私の羊毛を洗ってくれました。そうして私の羊毛はきれいで真っ白になったのです。

P6

その後で、私は少しばかり（そう言ってもいいと思うのですが）、日なたに干されることになりました。私の羊毛が乾いたところで、グレンマエはたくさんの歯がついた大きな四角いくしを二つ取り出しました。
P7

グランマエは、カーディング（羊毛の繊維をそろえる工程）用のくしを使って、私の羊毛に付いていた小枝やいがを取り除いてくれて、繊維をまっすぐにそろえてくれました。こうすることで糸を紡ぐときによりスムーズにうまくいくのだと、グランマエは私に教えてくれました。
P8

それから、グランマエは気をつけながら私の羊毛を紡ぎ始めました。一度に小さなかたまりを、少しずつ。私はナヴァホ族のラグをつくるにはたいへんな時間がかかるものだということが分ってきました。
P9

何度も何度も、グランマエは繰り返し羊毛をねじっては引っ張り、ねじっては引っ張ります。それから、それを紡いでスピンドルという細長い棒に巻きつけていきます。グランマエがねじって、引っ張って、紡いでいくと、それだけ糸はますます細く、強く、まっすぐになっていくのでした。
P10

数日後、私はグランマエと一緒に散歩に出かけました。グランマエはこれから染色用の植物を探しに行くのだと言っていました。

P11

私は“染色”というのが何のことなのか分かりませんでしたが、ピクニックみたいなものだろうと思っていました。だって私は植物を食べるのが何よりも大好きなのです。これがこのあとのトラブルのもとになってしまうのです。

P12

グランマエが植物をもう少し探しに行っている間、私は彼女がバケツの中に採って集めておいた植物をみんな食べてしまいました。あぁ、おいしかった！

P13

次の日、グランマエは私を家に残して、ひとりで離れたところにあるお店へ歩いて出かけていきました。グランマエは、お店で買える染料は植物からつくるものとは違うと言いました。でも、私はとても食いしん坊なので、どうしてもそれも食べてみたいなと思ってしまうのです。

P14

グランマエが戻って来たとき、私は彼女がまだ怒っているかもしれないととても心配でした。けれども、グランマエはもう怒ってはいませんでした。すぐに、大きな鍋３つ分の染料を火にかけ始めたのです。

P15

そうして、私はグランマエの言っていた染色の意味がわかることになるのです。グランマエが鍋の中に私の真っ白な羊毛を入れて浸すと、それはピンク色になったのです！グランマエがもう一度浸すと、今度は濃いピンク色になりました！グランマエが浸したり出したりを繰り返して染色を終え、ようやく乾かすころには、それはとても美しい深い赤になっていました。
P16

その後、グランマエは私の羊毛を茶色や黒に、染めました。私は自分自身も食べてしまった植物の色に染まって変わってしまうのではないかと、心配せずにはいられませんでした。

P17

私がそんな心配をしているうちに、グランマエはラグをつくり始めました。グランマエは糸を一玉取り出して、二本の棒に巻きつけていきました。グランマエが300回まで巻きつけたころまでしか、私は数えることができませんでした。なぜかというと、私はウィンドウロックでたった一匹、赤くて白くて黒くて茶色いヤギになるのはどんな感じがするのだろうと想像することで頭がいっぱいだったのです。

P18

グランマエが糸を巻きつけ終わるにはそんなに長くかかりませんでした。それからグランマエは巻きつけた棒を大きな木製の枠に取り付けました。その枠は、丸木でできた絵の額縁のようで
、グランマエはそれをルーム（織機）といっていました。
P19

準備に丸一週間かかり、ついに私たちのラグ織りが始まったのです。グランマエはルーム（織機）の下の方から織り始めました。そうして一度に一列ずつ、私たちのラグは上へ向かって伸びていくのです。
P20

黒の列。茶色の列。赤の列。内側に外側に。後ろに前に。数日後には、私たちのラグの模様がはっきりと見えてきました。

P21

私たちのラグはとてもゆっくり出来上がっていきます。何百年も昔、グランマエよりもずっと前のナヴァホ族の織工たちがそうしてきたのと同じように、グランマエは、全く同じものは二つとないような模様を作り上げていくのです。
P22

そうしてとうとう、ラグができあがったのです！　けれども、私が正面からしっかり確かめ…
P23
今度は後ろ側からしっかりと確かめてはじめて、グランマエにラグをルーム（織機）からはずしていいよといいました。
P24

そのラグには、たくさん私がいました。私はラグが完璧であってほしいと思っていました。そして、それは完璧でした。

P25

その後、私の羊毛はまた伸びて、グランマエと私がもう一枚ラグをつくるのに十分なくらい長く伸びています。またすぐに新しいラグを作りたいと思っています。どうしてかというと、みなさんも知っているでしょう、ナヴァホ族にはグランマエのような織工はもうそんなに残っていないのです。

P26

それに、私、ジェラルディーンのようなヤギも一匹しかいないのです。

P27 

この物語は、アリゾナ州ウィンドウロックの「ナヴァホ国」で暮らしていた一人の織工と彼女のヤギの本当にあったお話です。
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